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さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
役
員
の
交
代
、
名
簿
の
作
成

な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
っ
た
。

　
編
集
（
杉
山
正
明
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
臨
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
さ
ら
に
来
年
四
月
に
「
国
境
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
例
会
を
開
催
し
、
そ

れ
を
特
集
号
に
反
映
さ
せ
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
会
計
（
田
中
和
子
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇

〇
四
年
度
決
算
報
告
、
お
よ
び
二
〇
〇
五
年
度
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
広
報
（
吉
井
秀
夫
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
や
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
発

送
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
な
お
、
広
報
担
当

常
務
理
事
は
本
年
度
か
ら
新
た
に
置
か
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
泉
　
拓
良
氏
「
フ
ェ
ニ
キ
ア
・
テ
ユ
ロ
ス
遺
跡

　
　
　
発
掘
調
査
の
成
果
ー
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
～

　
　
　
ロ
ー
マ
時
代
を
中
心
に
一
」

　
石
川
禎
浩
氏
「
死
後
の
孫
文
　
　
遺
書
と
記
念

　
　
　
週
」

講
演
者
紹
介
と
討
論
司
会
は
、
吉
井
秀
夫
・
永
井

国
営
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
前
掲
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
と
も
に
近
年
の
調
査
に
立
脚
し

た
斬
薪
な
研
究
報
告
で
あ
っ
た
。
討
論
も
活
発
に

行
な
わ
れ
、
異
な
っ
た
分
野
か
ら
有
益
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
夫
馬
長
理
事
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
吉
川
真
司
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
十
七
日
～

二
〇
〇
五
年
十
二
月
二
二
日
）

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
七
1
～
○
～
一
｝

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
一
三
四
⊥
二

　
～
四
日
本
学
刊
J
A
P
A
N
E
S
E
S
T
U
D
I
E

　
S
（
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本

　
学
会
）
二
〇
〇
五
一
五

史
学
雑
誌
（
史
学
会
）
一
一
四
一
一
〇

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
～
～
八
－

　
九
～
一
〇

b
d
o
o
冨
莫
員
℃
畠
器
具
類
。
目
。
℃
叢
（
鵠
ぎ
6
母
屋

　
u
ご
8
a
員
曽
爾
0
8
℃
§
勺
〉
類
）
O
旨

ω
鵠
。
ぢ
騎
。
号
罎
①
臭
。
①
0
9
ω
℃
o
霞
（
蕊
零
量
目
属

　
ω
遷
8
0
り
§
遙
〉
胃
唱
自
自
。
円
嵩
置
国
鼠
Φ
青
目

　
顕
ζ
臭
塁
×
9
竃
p
護
鎧
℃
〉
鎖
）
N
O
O
U
ム

鵠
ω
b
ご
閃
0
8
類
ぬ
　
塁
8
否
8
　
　
り
団
○
り
℃
》
6
鵠
－

　
畷
国
O
図
O
り
○
○
切
嬉
団
O
日
じ
d
＞
（
℃
○
O
O
醤
質
－

　
O
丙
》
ぬ
　
〉
鋭
〉
掴
国
冨
豊
凶
　
出
〉
望
蓉
　
℃
＜
O
－

　
O
菌
○
団
門
戸
○
り
勺
〉
臼
雪
嶺
国
O
困
○
国
O
b
d
貰
甲

　
O
円
ω
○
）
ド
ω
ひ
一
ω
～
阜

史
学
（
三
田
史
学
会
）
七
四
－
一
～
二

文
化
（
東
北
大
無
文
学
会
）
六
八
－
三
～
四

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
六
九
一
～
～
二

番
国
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
三
〇

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
）
三
八

　
七
入
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
五
七
1
四

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
一
一
五

　
～
六

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
二
r
一

人
文
研
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
一
一
〇

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
｝
八

日
本
歴
史
（
田
本
歴
史
学
会
）
六
九
〇

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
一
一
二

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
六
一
四

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
＝
一
〇

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
華
民
国

　
台
北
申
央
研
究
生
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
六
一
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蕊
福
岡
大
学
人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
）

　
三
七
一
二

尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要
（
尾
道
大
学
芸
術

　
文
化
学
部
）
四

地
域
ア
カ
デ
ミ
i
二
〇
〇
四
公
開
講
座
報
告
書

　
（
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
講

　
座
・
中
国
四
国
歴
史
学
地
理
学
協
会
）
二
〇
〇

　
四
圏
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律

　
学
院
出
版
）
三
四
一
四

編
　
集
　
後
　
記

　
八
九
巻
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
、
特

集
「
歴
史
学
の
現
在
二
〇
〇
六
」
と
い
た
し
ま

し
て
、
研
究
動
向
を
六
本
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
『
史
林
』
は
、
特
集
号
の
試
み
を
は

じ
め
て
お
り
ま
す
。
歴
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学

に
お
よ
ぶ
総
合
専
門
誌
と
し
て
各
分
野
に
お
け
る

優
れ
た
専
門
研
究
の
発
表
機
会
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
分
野
を
ま
た
い
で
学
界
全
体
が
共
有
し
う

る
成
果
を
確
認
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
た
め

に
い
か
に
あ
る
べ
き
か
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
歴
史
学
が
幅
広
い
総
合
の
学

問
で
あ
る
一
方
で
、
研
究
の
専
門
化
、
細
分
化
と

い
う
潮
流
に
向
き
あ
っ
て
、
分
野
間
の
研
究
者
の

相
互
理
解
を
活
発
に
し
、
ま
た
各
分
野
に
お
い
て

も
現
在
の
研
究
課
題
や
問
題
意
識
に
つ
い
て
で
き

る
限
り
視
野
の
広
い
議
論
の
場
を
提
供
す
る
た
め

に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
模
索
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
つ
た
課
題
に
少
し
で
も
こ
た
え
た
い
と
い

う
『
史
林
隔
の
試
み
と
し
て
本
号
は
、
昨
年
の
八

八
巻
一
号
に
引
き
続
き
、
研
究
動
向
を
掲
載
し
た

特
集
号
と
し
て
編
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
研
究
動
向
と
申
し
ま
し
て
も
、
そ
の
ス

タ
イ
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
ご
と
の
研
究
を
網

心
的
に
整
理
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
新
た
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
を
模
索
す
る
一
環
と
し
て
特
徴
あ
る
研
究

に
着
目
す
る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私

の
個
人
的
な
感
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
号
に
寄

せ
ら
れ
た
研
究
動
向
は
『
史
林
臨
ら
し
く
、
史
料

の
発
掘
、
事
実
の
発
掘
の
現
況
を
示
し
、
ま
た
、

そ
う
い
っ
た
史
料
・
事
実
の
発
掘
を
踏
ま
え
た
歴

史
の
具
体
像
の
提
示
が
い
か
な
る
状
況
に
あ
る
か

を
論
じ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
冒
頭
論
文
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
「
事

実
の
発
見
」
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
基
礎
的
か
つ
総

合
的
な
歴
史
像
を
描
く
と
い
う
課
題
を
負
っ
た
歴

史
学
が
、
現
在
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
考
え

つ
つ
、
御
味
読
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
特
集
号
を
き
っ
か
け

に
、
論
説
、
研
究
ノ
ー
ト
や
書
評
な
ど
と
あ
わ
せ

ま
し
て
、
「
研
究
動
向
」
な
ら
び
に
「
論
文
評
」

へ
の
投
稿
が
よ
り
一
層
、
活
発
に
な
り
ま
す
れ
ば
、

編
集
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
望
外
の
喜
び
で

ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

毎
噂
ミ
≦
遷
。
・
。
ρ
島
釦
ρ
㎞
唱
＼
ω
『
H
＼
自
照
Φ
夢
匿

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
入
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

二。。

B。
戟
o
朋
語
呂
定
価
一
8
0
円

史
　
林
　
第
八
九
巻
第
一
号
（
通
巻
第
西
五
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
を
　
　
　

　
　
　
　
　
欝
A
懸
（
〇
七
五
）
七
五
三
葬
二
七
八
七

発
行
人

印
刷
一

難史
長暴

　○学

紀δ

平押

　ア
英誓究

　五
作幕会

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
山
田
二
九

中
村
印
刷
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
通
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
、

　
　
日
　
時

　
　
場
　
所

　
　
テ
ー
マ

開
会
の
挨
拶

留
†
成
－
↑
八
年
（
一
一
〇
〇
⊥
ハ
年
）
　
四
月
二
二
日
（
土
）

京
都
大
学
文
学
部
　
新
第
三
講
義
室

「
国
　
　
境
」

紀
平
　
英
作

ご
来
会
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
御
客
内
申
し
上
げ
ま
す
。

午
前
九
時
三
〇
分
～
午
後
五
時
三
〇
分

《
午
前
の
部
》
　
司
会
　
吉
井
　
秀
夫

　
　
1
．
藤
沢
　
　
敦
「
考
古
学
的
文
化
の
変
異
と
国
家
・
民
族
の
境
界
…
…
倭
と
蝦
夷
と
律
令
国
家
」

　
　
2
　
古
松
　
崇
志
「
契
丹
・
宋
間
の
漉
淵
体
綱
に
お
け
る
国
境
」

　
　
3
．
守
川
　
知
子
「
近
代
西
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
境
の
成
立
」

《
午
後
の
部
》

7　6　5　4

　
　
司
会
　
田
中
　
和
子

合
田
　
昌
史
「
未
征
服
地
分
配
の
言
説
ー
レ
コ
ン
キ
ス
タ
か
ら
世
界
分
割
へ
」

池
内
　
　
敏
「
近
世
日
本
の
画
北
境
界
」

寺
山
　
恭
輔
「
戦
間
期
の
ソ
連
西
部
国
境
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
に
お
け
る
民
族
と
政
治
」

山
崎
　
孝
史
「
戦
後
沖
縄
の
境
界
と
政
治
行
動
」

総
合
討
論

　
　
司
　
　
会

　
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

総
合
司
会

杉
山
　
正
明

濱
田
　
正
美

上
原
　
真
人

吉
川
　
真
司

な
お
、
例
会
終
了
後
、
懇
親
会
（
会
費
一
五
〇
〇
円
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
【
考
古
学
】

　
　
　
【
東
洋
史
】

門
西
南
ア
ジ
ア
史
】

【
西
洋
史
】

【
日
本
史
】

門
現
代
史
】

門
地
理
学
】

（
報
告
題
目
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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